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1

前

文

及

び

趣

旨

(前文

(前文(前文

(前文）

））

）

地方独立行政法人法（平成15年法律第118

号）第28 条の規定に基づき、地方独立行

政法人市立吹田市民病院評価委員会（以

下「評価委員会」という。）が地方独立行政

法人市立吹田市民病院（以下「法人」とい

う。）の各事業年度に係る業務の実績に関

する評価（以下「年度評価」という。）を実施

するにあたっては、「地方独立行政法人市

立吹田市民病院の業務実績評価の基本方

針」(平成26年 月 日)を踏まえながら、以下

に示す方法等により実施する。

(前文

(前文(前文

(前文）

））

）

地方独立行政法人法（平成15年法律第118

号）第28 条の規定に基づき、堺市地方独

立行政法人堺市立病院機構評価委員会

（以下「評価委員会」という。）が地方独立行

政法人堺市立病院機構（以下「法人」とい

う。）の各事業年度に係る業務の実績に関

する評価（以下「年度評価」という。）を実施

するにあたっては、「地方独立行政法人堺

市立病院機構の業務実績に関する評価の

基本方針」(平成25年１月23日)を踏まえな

がら、以下に示す方法等により実施する。

(前文

(前文(前文

(前文）

））

）

地方独立行政法人法（平成15年法律第118

号）第28条第1項の規定に基づき、地方独

立行政法人りんくう総合医療センター評価

委員会（以下「評価委員会」という。）が地方

独立行政法人りんくう総合医療センター（以

下「法人」という。）の各事業年度に係る業

務の実績に関する評価（以下「年度評価」と

いう。）を実施するに当たっては、「地方独

立行政法人りんくう総合医療センターに対

する評価の基本方針」（平成23年 月 日決

定）を踏まえながら、以下に示した方針及び

評価方法等により実施する。

１

１１

１　

　　

　趣旨

趣旨趣旨

趣旨

地方独立行政法人大阪府立病院機構（以

下「法人」という。）にかかる各年度の業務

実績の評価（年度評価）は、「大阪府地方

独立行政法人の評価の基本的な考え方」

（平成17 年2 月21 日決定）を踏まえ、以下

に示した基本方針及び評価方法等に基づ

き実施する。

(前文

(前文(前文

(前文）

））

）

地方独立行政法人法第２８条の規定に基

づき，地方独立行政法人京都市立病院機

構評価委員会（以下「評価委員会」という。）

が地方独立行政法人京都市立病院機構

（以下「法人」という。）の各事業年度に係る

業務実績に関する評価を実施するに当たっ

ては，「地方独立行政法人京都市立病院機

構業務実績評価の方針（平成２４年７月 日

決定）」に基づき，以下の要領により実施す

る。
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評

価

方
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１１

１　

　　

　評価方針

評価方針評価方針

評価方針

(1) 年度評価は、中期目標及び中期計画の

達成に向けた法人の事業の進捗状況を確

認する観点から行う。

(2) 年度評価の評価時点における法人を取

り巻く環境変化などを踏まえ、組織・業務等

に関する改善すべき点等を明らかにするこ

とにより、法人運営の質的向上に資するも

のとする。

２

２２

２　

　　

　評価

評価評価

評価の

のの

の基本方針

基本方針基本方針

基本方針

○評価の目的は、年度計画及び中期計画

の進捗状況等を評価し、組織・業務等に関

する改善すべき点等を明らかにすることに

より、法人運営の質的向上や病院改革の

推進に資することとする。

○府民への説明責任の観点から、中期目

標の達成に向けた法人の取組状況等を分

かりやすく示すこととする。

○評価の方法については、法人を取り巻く

環境変化などを踏まえ、必要に応じて見直

すこととする。
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評

価

方

法

１

１１

１　

　　

　評価方法

評価方法評価方法

評価方法

(1) 年度評価は、「項目別評価」と「全体評

価」により行う。

(2) 「項目別評価」は、当該年度の年度計画

に定めた事項ごとにその実施状況を確認

することにより、各年度における中期計画

の各事項の進捗状況を確認する。

(3)「全体評価」では、項目別評価の結果等

を踏まえた上で、年度計画の実施状況及び

中期計画の進捗状況全体について総合的

に評価する。

１

１１

１　

　　

　評価方法

評価方法評価方法

評価方法

年度評価は、法人から提出された各事業年

度における業務実績を明らかにした報告書

（以下「業務実績報告書」という。）等をもと

に、「項目別評価」及び「全体評価」により行

う。

２

２２

２　

　　

　評価方法

評価方法評価方法

評価方法

(1) 年度評価は、「項目別評価」と「全体評

価」により行う。

(2) 「項目別評価」は、当該年度の年度計画

に定めた事項ごとにその実施状況を確認

することにより、各年度における中期計画

の各事項の進捗状況を確認する。

(3) 「全体評価」では、項目別評価の結果等

を踏まえた上で、中期計画の進捗状況全体

について総合的に評価する。

３

３３

３　

　　

　評価

評価評価

評価の

のの

の方法

方法方法

方法

○年度評価は、「項目別評価」と「全体評

価」により行う。

○「項目別評価」では、当該年度の年度計

画の記載事項ごとに、法人が自己評価を行

い、これをもとに、評価委員会が評価を行

う。

○「全体評価」では、項目別評価の結果等

を踏まえつつ、中期計画の全体的な進捗状

況について総合的に評価する。

4

項

目

別

評

価

２

２２

２　

　　

　項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

当該年度の年度計画に掲げる「第２から第

５」の事項において、当該年度の年度計画

に定めた項目（小項目）ごとにその実施状

況について、法人が自己評価した上で評価

委員会が「小項目評価」と「大項目評価」に

より評価する。

２

２２

２　

　　

　項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

当該年度の年度計画に掲げる「第１から第

４」の事項において、当該年度の年度計画

に定めた項目（小項目）ごとにその実施状

況について、法人が自己評価した上で評価

委員会が「小項目評価」と「大項目評価」に

より評価する。

３

３３

３　

　　

　項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

項目別評価は、(1)法人による自己評価、

(2)評価委員会による小項目評価、(3)評価

委員会による大項目評価、の手順で行う。

４

４４

４　

　　

　項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

○項目別評価は、(１)法人による自己評

価、(２)評価委員会による小項目評価、(３)

評価委員会による大項目評価、の手順で

行う。

１

１１

１　

　　

　項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価

（

（（

（１

１１

１）

））

）項目別評価

項目別評価項目別評価

項目別評価の

のの

の概要

概要概要

概要

ア 法人が，年度計画に定めた小項目ごと

に，実施状況について３段階の自己評価を

行うとともに，当該小項目の計画全体にお

ける重みを示すウエイトの設定を行う（ウエ

イトについては，別紙のとおり）。

イ 小項目ごとに，法人の自己評価及びウ

エイト設定を評価委員会が検証し，必要に

応じてこれを修正したうえで，評価委員会と

しての評価結果及びウエイト（以下「小項目

評価結果等」という。）を確定する。

ウ 小項目評価結果等を基に，年度計画に

掲げる大項目について５段階評価を行い，

大項目ごとに年度計画の進捗状況を分か

りやすく示す。

近隣他自治体

近隣他自治体近隣他自治体

近隣他自治体の

のの

の業務実績評価

業務実績評価業務実績評価

業務実績評価の

のの

の実施要領比較表

実施要領比較表実施要領比較表

実施要領比較表

参

考

資

料
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近隣他自治体

近隣他自治体近隣他自治体

近隣他自治体の

のの

の業務実績評価

業務実績評価業務実績評価

業務実績評価の

のの

の実施要領比較表

実施要領比較表実施要領比較表

実施要領比較表

6

（

評

価

委

員

会

に

よ

る

小

項

目

の

評

価

）

(2) 評価委員会

(2) 評価委員会(2) 評価委員会

(2) 評価委員会による

によるによる

による小項目評価

小項目評価小項目評価

小項目評価

① 評価委員会において、法人の自己評価

及び目標設定の妥当性などを総合的に検

証し、年度計画の小項目ごとの進捗状況に

ついて、法人の自己評価と同様に1～5の5

段階による評価を行う。

② 評価委員会による評価と法人の自己評

価が異なる場合は、評価委員会が評価の

判断理由等を示す。

③ その他必要に応じて、特筆すべき点や

遅れている点についてコメントを付す。

(2) 評価委員会

(2) 評価委員会(2) 評価委員会

(2) 評価委員会による

によるによる

による小項目評価

小項目評価小項目評価

小項目評価

評価委員会は、業務実績報告書及び法人

への意見聴取に基づき、法人の業務実績

や法人による自己評価などを総合的に検

証し、小項目ごとの進捗状況について、法

人の自己評価と同様に５～１の５段階によ

る評価を行う。

その際、単に目標値及び前年度数値と当

該実績値の比較だけでなく、計画を達成す

るために効果的な取り組みが行われている

かどうかも含め、総合的に判断する。

また、評価委員会による評価と法人の自己

評価が異なる場合は、その判断理由等を

記載する。その他、特筆すべき点など必要

に応じて、コメントを付す。

(2) 評価委員会

(2) 評価委員会(2) 評価委員会

(2) 評価委員会による

によるによる

による小項目評価

小項目評価小項目評価

小項目評価

① 評価委員会において、法人の自己評価

及び目標設定の妥当性などを総合的に検

証し、年度計画の小項目ごとの進捗状況に

ついて、法人の自己評価と同様にⅠ～Ⅴ

の5段階による評価を行う。

② 評価委員会による評価と法人の自己評

価が異なる場合は、評価委員会が評価の

判断理由等を示す。

③ その他必要に応じて、特筆すべき点や

遅れている点についてコメントを付す。

(2)評価委員会

(2)評価委員会(2)評価委員会

(2)評価委員会による

によるによる

による小項目評価

小項目評価小項目評価

小項目評価

○評価委員会において、法人の自己評価

及び目標設定の妥当性などを総合的に検

証し、年度計画の小項目ごとの進捗状況に

ついて、Ⅰ～Ⅴの５段階による評価を行う。

○評価の区分は、法人の自己評価の区分

と同じとする。

○評価委員会による評価と法人の自己評

価が異なる場合は、評価委員会が評価

の判断理由等を示す。また、必要に応じ

て、特筆すべき点や遅れている点に

ついてコメントを付す。

(3) 評価委員会

(3) 評価委員会(3) 評価委員会

(3) 評価委員会による

によるによる

による小項目評価結果等

小項目評価結果等小項目評価結果等

小項目評価結果等

の

のの

の確定

確定確定

確定

評価委員会は，法人が作成した業務実績

報告書について，目標値あるいは前年度数

値と当該年度の実績値を単に比較するだ

けでなく，当該小項目に関し業務実績報告

書に記載されている事項の全般について，

総合的な観点から考慮することによりこれ

を検証し，小項目評価結果等を確定する。

評価委員会による評価と，法人の自己評価

とが異なる場合は，評価委員会が評価の

判断理由等を示す。その他，必要に応じて

コメントを付す。

(1)法人

(1)法人(1)法人

(1)法人による

によるによる

による自己評価

自己評価自己評価

自己評価

○法人は、年度計画の小項目（内容によっ

ては複数の小項目）ごとの進捗状況につ

いて、Ⅰ～Ⅴの５段階で自己評価を行な

い、業務実績報告書を作成する。

○業務実績報告書には、自己評価のほ

か、自己評価の判断理由（実施状況等）を

記載する。

○自己評価の区分は次のとおりとする。

Ⅴ･･･年度計画を大幅に上回って実施して

いる（特に認める場合）

Ⅳ･･･年度計画を上回って実施している

Ⅲ･･･年度計画を順調に実施している

Ⅱ･･･年度計画を十分に実施できていない

Ⅰ･･･年度計画を大幅に下回っている

○業務実績報告書には、特記事項として、

特色ある取り組み、法人運営を円滑

にすすめるための工夫、今後の課題などを

自由に記載する。

(1) 法人

(1) 法人(1) 法人

(1) 法人による

によるによる

による小項目

小項目小項目

小項目の

のの

の自己評価

自己評価自己評価

自己評価

法人は、年度計画の小項目ごとの進捗に

ついて自己点検に基づき、法人として次の

５段階で自己評価を行うものとする。

５：年度計画を大幅に上回って実施してい

る。

４：年度計画を上回って実施している。

３：年度計画を順調に実施している。

２：年度計画を十分に実施できていない。

１：年度計画を大幅に下回っている。

法人は、評価委員会が業務の実施状況を

客観的に適正に判断し評価できるよう、小

項目ごとの実施状況をできる限り定量的か

つ正確な記述により業務実績がわかるよう

工夫するとともに、自己評価の結果とその

判断理由を記載した業務実績報告書を作

成する。なお、業務実績報告書には、特色

ある取り組み、法人運営を円滑に進めるた

めの工夫、今後の課題などを特記事項とし

て自由に記載するものとする。

(1) 法人

(1) 法人(1) 法人

(1) 法人による

によるによる

による自己評価

自己評価自己評価

自己評価

① 法人は、年度計画の小項目（内容によっ

ては複数の小項目）ごとの進捗状況につい

て、次の5段階で自己評価を行い、業務実

績報告書を作成する。

Ⅴ…年度計画を大幅に上回って実施してい

る。

Ⅳ…年度計画を上回って実施している。

Ⅲ…年度計画を順調に実施している。

Ⅱ…年度計画を十分に実施できていない。

Ⅰ…年度計画を大幅に下回っている。

② 業務実績報告書には、自己評価のほ

か、自己評価の判断理由（実施状況等）を

記載する。

③ 業務実績報告書には、特記事項として、

特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを自由に記

載する。

(2)法人

(2)法人(2)法人

(2)法人による

によるによる

による小項目

小項目小項目

小項目の

のの

の自己評価及

自己評価及自己評価及

自己評価及びウエ

びウエびウエ

びウエ

イトの

イトのイトの

イトの設定

設定設定

設定

法人は，小項目ごとの自己評価及びウエイ

トの設定をするに当たっては，業務実績報

告書を作成して行う。

業務実績報告書には，小項目ごとに実施

状況をできる限り定量的に記載するととも

に，自己評価の判断理由及び必要に応じ

て当該ウエイトとした理由を記載する。

また，特色ある取組，法人運営を円滑に進

めるための工夫，今後の課題など，評価に

おいて考慮事項となると考えられる事項を

必要に応じて記載する。

小項目の３段階の評価及びその基準は，

次のとおりとする。

評価Ａ：年度計画を十分に達成している。

評価Ｂ：年度計画をおおむね達成している。

評価Ｃ：年度計画の達成に至っていない。

※ 自己評価は，計画において目標とする

取組の性質や，目標達成に向けた取組を

取り巻く医療制度をはじめとする社会情

勢，法人の取組のプロセス，その他突発的

な事象への対応等，法人が当該実績を残

すに至った背景事情をも総合的に考慮して

行うこととする。また，必要に応じて当該評

価に至った理由（総合的に考慮した内容）

を明記することとする。

(1) 法人

(1) 法人(1) 法人

(1) 法人による

によるによる

による自己評価

自己評価自己評価

自己評価

① 法人は、年度計画の小項目ごとの進捗

状況について、次の5段階で自己評価を行

い、業務実績報告書を作成する。

５…年度計画を大幅に上回って実施してい

る。

４…年度計画を上回って実施している。

３…年度計画を順調に実施している。

２…年度計画を十分に実施できていない。

１…年度計画を大幅に下回っている。

② 業務実績報告書には、自己評価のほ

か、自己評価の判断理由（実施状況等）を

記載する。

③ 業務実績報告書には、特記事項として、

特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを自由に記

載する。

(

法

人

の

自

己

評

価

）
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a b ｃ ｄ ｅ

市立吹田市民病院（案） 堺市立病院機構 りんくう総合医療センター 大阪府立病院機構 京都市立病院機構

近隣他自治体

近隣他自治体近隣他自治体

近隣他自治体の

のの

の業務実績評価

業務実績評価業務実績評価

業務実績評価の

のの

の実施要領比較表

実施要領比較表実施要領比較表

実施要領比較表

(

評

価

員

会

に

よ

る

大

項

目

評

価

）
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全

体

評

価

３

３３

３　

　　

　全体評価

全体評価全体評価

全体評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

（１）評価委員会は、項目別評価の結果を

踏まえ、年度計画の実施状況及び中期計

画の全体的な進捗状況、その他業務運営

全体について、記述式による評価を行う。

３

３３

３　

　　

　全体評価

全体評価全体評価

全体評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

(1) 評価委員会は、項目別評価の結果や重

点ウエイト小項目の評価結果を踏まえ、年

度計画及び中期計画の全体的な進捗状況

について、記述式による評価を行う。

４

４４

４　

　　

　全体評価

全体評価全体評価

全体評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

(1) 評価委員会において、項目別評価の結

果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全

体的な進捗状況について、記述式による評

価を行う。

５

５５

５　

　　

　全体評価

全体評価全体評価

全体評価の

のの

の具体的方法

具体的方法具体的方法

具体的方法

○評価委員会において、項目別評価の結

果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全

体的な進捗状況について、記述式による評

価を行う。

２

２２

２　

　　

　全体評価

全体評価全体評価

全体評価

評価委員会において，項目別評価の結果

を踏まえ，記述式により，年度計画に基づく

業務の実績の全体について総合的な評価

を行うこととする。

総合的な評価は，各大項目別の５段階評

価結果，優れていると積極的に評価する取

組，改善すべき取組，評価の際の主な意見

や指摘，その他必要な事項を記載して行う

こととする。

(3) 評価委員会

(3) 評価委員会(3) 評価委員会

(3) 評価委員会による

によるによる

による大項目評価

大項目評価大項目評価

大項目評価

○評価委員会において、小項目評価の結

果、特記事項の記載内容などを考慮し、大

項目ごとの進捗状況について、Ｓ・Ａ～Ｄ の

５段階による評価を行なう。

○評価の区分は次のとおりとする。

Ｓ･･･「特筆すべき進捗状況」（特に認める場

合）

Ａ･･･「計画どおり」（すべての項目がⅢ～

Ⅴ）

Ｂ･･･「おおむね計画どおり」（Ⅲ～Ⅴの割合

が９割以上）

Ｃ･･･「やや遅れている」（Ⅲ～Ⅴの割合が９

割未満）

Ｄ･･･「重大な改善事項あり」（特に認める場

合）

○小項目評価の結果を考慮するにあたっ

ては、小項目ごとに付けられたウェイトを踏

まえることとする。なお、ウェイトについて

は、法人が各項目の重要性を勘案してあら

かじめ設定することとする。

(3) 評価委員会

(3) 評価委員会(3) 評価委員会

(3) 評価委員会による

によるによる

による大項目評価

大項目評価大項目評価

大項目評価

○評価委員会において、小項目の評価の

結果、特記事項の記載内容等を考慮し、大

項目ごとに中期目標・中期計画の達成に向

けた業務の進捗状況について、次の5段階

による評価を行う。

Ｓ……中期目標・年度計画の達成に向けて

特筆すべき進捗状況にある。（評価委員会

が特に認める場合）

Ａ……中期目標・年度計画の達成に向けて

計画どおり進んでいる。（すべての項目が

Ⅲ～Ⅴ）

Ｂ……中期目標・年度計画の達成に向けて

概ね計画どおり進んでいる。（Ⅲ～Ⅴの割

合が9割以上）

Ｃ……中期目標・年度計画の達成のために

はやや遅れている。（Ⅲ～Ⅴの割合が9割

未満）

Ｄ……中期目標・年度計画の達成のために

は重大な改善事項がある。（評価委員会が

特に認める場合）

(3) 評価委員会

(3) 評価委員会(3) 評価委員会

(3) 評価委員会による

によるによる

による大項目評価

大項目評価大項目評価

大項目評価

①　評価委員会において、小項目評価の結

果割合、特記事項の記載内容などを考慮

し、大項目ごとに中期目標及び中期計画の

達成に向けた業務の進捗状況について、

次の５段階による評価を行う。

また、評価結果とその判断理由及び評価に

当たって考慮した事項や意見、指摘事項を

評価結果報告書に記載する。

Ｓ：年度計画を達成し、中期計画の実現に

向けて特筆すべき進捗状況にある。

（すべての小項目が３～５かつ評価委員会

が特に認める場合）

Ａ：年度計画を達成し、中期計画の実現に

向けて計画どおり進んでいる。

（すべての小項目が３～５）

Ｂ：年度計画を実施し、中期計画の実現に

向けておおむね計画どおり進んでいる。

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以

上）

Ｃ：年度計画を実施したが、中期計画の実

現のためにはやや遅れている。

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未

満）

Ｄ：年度計画を実施しているが、中期計画

の実現のためには重大な改善すべき事項

がある。

（評価委員会が特に認める場合）

②評価に当たっては、小項目評価の結果

割合は目安であり、評価委員会は、小項目

における評価の構成割合などを総合的に

判断して評価を定めるものとする。

(3) 評価委員会

(3) 評価委員会(3) 評価委員会

(3) 評価委員会による

によるによる

による大項目評価

大項目評価大項目評価

大項目評価

評価委員会において、小項目評価の結果

割合や当該中期目標期間中において特に

重要な中期目標の達成のための小項目(以

下、「重点ウエイト小項目」という。)の評価

結果、特記事項の記載内容などを考慮し、

大項目ごとに中期目標・中期計画の達成に

向けた業務の進捗状況について、次の５段

階による評価を行う。評価結果とその判断

理由及び評価に当たって考慮した事項や

意見、指摘事項を評価結果報告書に記載

する。

なお、評価に当たっては、小項目評価の結

果割合は目安であり、評価委員会は、重点

ウエイト小項目の評価結果や小項目におけ

る評価の構成割合などを総合的に判断して

評価を定めるものとする。

Ｓ：年度計画を達成し、中期計画の実現に

向けて特筆すべき進捗状況にある。

（すべての小項目が３～５かつ評価委員会

が特に認める場合）

Ａ：年度計画を達成し、中期計画の実現に

向けて計画どおり進んでいる。

（すべての小項目が３～５）

Ｂ：年度計画を実施し、中期計画の実現に

向けておおむね計画どおり進んでいる。

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以

上）

Ｃ：年度計画を実施したが、中期計画の実

現のためにはやや遅れている。

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未

満）

Ｄ：年度計画を実施しているが、中期計画

の実現のためには重大な改善すべき事項

がある。

（評価委員会が特に認める場合）

(4) 評価委員会

(4) 評価委員会(4) 評価委員会

(4) 評価委員会による

によるによる

による大項目評価

大項目評価大項目評価

大項目評価の

のの

の確定

確定確定

確定

ア 大項目の５段階評価

評価委員会において，小項目評価の結果

を総合的に考慮し，大項目ごとに中期計画

の実現に向けた業務の進捗状況につい

て，次の５段階による評価を行い，考慮した

事項及びそのように判断した理由も記載す

る。

評価５：中期計画の実現に向けて，特筆す

べき進捗状況にある。（評価委員会が特に

認める場合）

評価４：中期計画の実現に向けて計画どお

り進んでいる。（すべての小項目がＡ又は

Ｂ）

評価３：中期計画の実現に向けておおむね

計画どおり進んでいる。（Ａ又はＢの小項目

の割合がおおむね９割以上）

評価２：中期計画の実現のためにはやや遅

れている。（Ａ又はＢの小項目の割合がお

おむね９割未満）

評価１：中期計画の実現のためには重大な

改善すべき事項がある。（評価委員会が特

に認める場合）

※ 割合の算定は，ウエイトを考慮した小項

目数によるものとする。

※ 上記評価に記載の小項目の割合は，評

価の際の目安であり，評価委員会は，Ａ，

Ｂ，Ｃの評価の構成割合やその内容を総合

的に判断して評価を定めるものとする。
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a b ｃ ｄ ｅ

市立吹田市民病院（案） 堺市立病院機構 りんくう総合医療センター 大阪府立病院機構 京都市立病院機構

近隣他自治体

近隣他自治体近隣他自治体

近隣他自治体の

のの

の業務実績評価

業務実績評価業務実績評価

業務実績評価の

のの

の実施要領比較表

実施要領比較表実施要領比較表

実施要領比較表

9

(2) 全体評価においては、法人化を契機と

した病院改革の取り組み（法人運営におけ

る自律性・機動性の発揮、財務内容の改善

など）を積極的に評価することとする。

(2) 全体評価においては、項目別評価の結

果とともに、法人化を契機とした病院改革

の取り組み(法人運営における業務運営の

改善・効率化、財務内容の改善など)を積極

的に評価するものとする。また、特色ある取

り組みや工夫、中期計画及び年度計画に

記載していない事項であっても地域医療の

充実などに寄与する取り組み（堺市医療圏

が抱える課題に対する取り組みなど）につ

いても評価することとする。

(2) 全体評価においては、法人化を契機と

した病院改革の取り組み（法人運営におけ

る自律性・機動性の発揮、財務内容の改善

など）を積極的に評価することとする。

○全体評価においては、法人化を契機とし

た病院改革の取り組み（法人運営における

自律性・機動性の発揮、財務内容の改善、

病院運営の透明性の向上、５病院の連携

など）を積極的に評価することとする。

10

(3) 評価委員会が行う評価に当たっては、

業務実施状況への意見や改善すべき事項

への指摘を評価結果報告書に記載するとと

もに、特に重大な改善事項については勧告

を行うこととする。

(3) 評価委員会が行う評価に当たっては、

業務実施状況への意見や改善すべき事項

への指摘を評価結果報告書に記載するとと

もに、特に重大な改善事項については勧告

を行うこととする。

11

年

度

評

価

の

進

め

方

等

５

５５

５　

　　

　年度評価

年度評価年度評価

年度評価の

のの

の具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な進

進進

進め

めめ

め方

方方

方とスケ

とスケとスケ

とスケ

ジュール

ジュールジュール

ジュール

(1) 法人において、業務実績報告書を作成

し、評価委員会に提出する。【6月末まで】

(2) 評価委員会において、法人からのヒアリ

ング等により業務実績報告書の調査・分析

を行い、年度評価の作業を行う。【７～８月】

(3) 評価委員会における審議を通じて評価

（案）をとりまとめる。【７～８月】

(4) 評価（案）について、法人に意見申立て

機会を付与する。【８月下旬】

(5) 評価委員会において評価を決定して、

法人に通知した後、市長に報告するととも

に公表する。【９月】

６

６６

６　

　　

　年度評価

年度評価年度評価

年度評価の

のの

の具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な進

進進

進め

めめ

め方

方方

方とスケ

とスケとスケ

とスケ

ジュール

ジュールジュール

ジュール

○法人において、業務実績報告書を作成

し、評価委員会に提出する。（業務実

績報告書の作成にあたっては、別紙様式を

参照。）【６月末まで】

○評価委員会病院部会において、法人か

らのヒアリング等により業務実績報告

書の調査・分析を行い、年度評価の作業を

行なう。【７～８月】

○評価委員会病院部会における審議を通

じて評価(案)をとりまとめる。

○評価(案)について法人に意見申し立て機

会を付与する。

○評価委員会において評価を決定した後、

知事に報告する。【９月】

12

そ

の

他

６

６６

６　

　　

　その

そのその

その他

他他

他

(1) 法人において作成する業務実績報告書

の様式は、別紙のとおりとする。

(2) 本実施要領については、年度評価の実

施結果等を踏まえ、不断に見直し・改善を

図るものとする。
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